
研究概要
　様々なイオン伝導性ガラスファイバーを研究
･開発しています。このファイバー先端を 1mm
以下に先鋭化して電界印加すると数 10ボルト
/cm程度の弱電界でもガラスファイバー先端か
らイオンが飛び出します。将来的に極めて反応
性の高いイオンを局所的かつ簡便に注入可能と
なります。

背景・従来技術
　材料中にH+ などイオンを注入すると物性が
著しく変化するため、様々な工学用途でイオン
注入処理が注目されています。イオン加速器で
は高エネルギー・高電流密度のイオンビームが
得られますが、一方で大型かつ高額装置であり、
様々な産業で利用可能な汎用イオン注入装置と
はなりません。他方、市販のイオン銃はイオン

生成効率が低く、また寿命が短く高価であるな
どの欠点もあます。

特徴
　開発したガラスは希少金属などを含みません。
H+ 以外に、Na+, K+ イオン伝導性ガラスファイ
バも得られており、またAg+ や Cu+ イオン伝導
性ガラスをファイバー化することで、これらイ
オンの局所注入 · 還元による量子ドット配列な
どにも展開しています。
　
実用化イメージ
　局所イオン注入による物性制御や細胞分化の
抑制、新たな化学反応や分析技術の開発など、
本イオン銃が様々な用途で活用されると期待で
きます。
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・イオン銃の小型化・イオン電流計測装置
・導電率測定装置

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　まだ研究を始めたばかりの若い技術で問題点も多いですが、ご興味ある方はぜひお声かけ下さい。
研究者からのメッセージ
企業等への提案

イオン伝導性ガラスのファイバー化とイオン放出
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・特開 2012-76987, 『イオン伝導性材料及びその製造方法』
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